
 

12
月
定
例
市
議
会
・
本
会
議
、
土
屋
と
も
の
り
議
員
の
代
表
質
問
。 

交
差
点
。市

民
か
ら
の

要
望
を
受

け
、
広
島
県

へ
右
折
信

号
の
設
置

を
要
望
。信

号
改
良
工

事
が
実
現

し
ま
し
た
。 

  
福
山
市
は
、
市
民
の
強
い
要
望
を
受
け
、
発
達

障
が
い
児
の
早
期
発
見
・
支
援
を
行
う
「
子
ど
も

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
を
検
討
中
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
整
備
構
想
に
つ
い
て
、

対
象
者
を
「
就
学
前
に
限
定
し
な
い
よ
う
」
求
め

る
、
約
１
万
３
千
５
百
人
分
の
署
名
が
提
出
さ
れ

て
い
ま
す
。 

福
山
市
は
こ
れ
ま
で
、
対
象
者
を
就
学
前
に
限

定
す
る
理
由
を
「
対
象
を
広
げ
る
ほ
ど
何
ヶ
月
も

予
約
待
ち
に
な
る
」
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

こ
と
事
態
、
施
策
の
不
十
分
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。 

圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
、
就
学
後
の
障
が
い

児
・
者
施
策
の
充
実
が
必
要
で
す
。
市
長
の
考
え

を
質
問
し
ま
し
た
。 

市
長
は
、「
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
就

学
前
の
発
達
障
が
い
児
を
対
象
と
し
て
、
早
期
か

巨
額
の
税
金
を
投
入
す
る
福
山
道
路
、
福
山

西
環
状
線
な
ど
大
型
道
路
計
画
に
た
い
し
、
路

線
周
辺
住
民
は
、
「
高
架
で
ま
ち
が
分
断
さ
れ

る
」「
排
気
ガ
ス
、
騒
音
、
振
動
な
ど
環
境
が
悪

化
す
る
」「
先
祖
が
苦
労
し
受
け
継
い
で
き
た
土

地
は
手
放
せ
な
い
」
な
ど
の
声
を
あ
げ
、
強
い

反
対
運
動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
住
民
と
ス
ク
ラ
ム

を
組
み
、
毎
議
会
で
論
戦
、
計
画
の
撤
回
を
求

め
て
い
ま
す
。 

福
山
市
は
、
住
民
を
分
断
す
る
こ
そ
く
な
や
り

方
で
、
計
画
を
前
に
す
す
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

津
之
郷
町
で
は
、
住
民
要
望
を
逆
手
に
と
り
、

「
山
手
赤
坂
線
改
良
の
た
め
に
は
福
山
西
環
状

線
と
セ
ッ
ト
で
測
量
・
設
計
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
自
治
会
に
告
知
。
地
元
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
あ
る
な
か
、
住
民
間
で
混
乱
が
起
き
て
い

ま
す
。 

ら
適
切
な
医
療
や
支
援
が
行
え
る
施
設
を
目
指
す

が
、
就
学
後
の
対
応
は
、
県
と
の
役
割
分
担
も
含

め
協
議
し
て
い
る
」
と
答
弁
。
そ
し
て
、「
就
学
後

の
発
達
障
が
い
者
も
含
め
、
総
合
相
談
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
セ
ン
タ
ー
整
備
後
も
、
関
係

機
関
や
地
域
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
連
携

し
て
対
応
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

福
山
道
路
に
関
し
て
は
、
瀬
戸
町
山
北
地
域

で
、
市
担
当
課
が
自
治
会
に
介
入
し
、
共
有
地

の
登
記
を
め
ぐ
っ
て
混
乱
が
起
き
て
い
ま
す
。 

説
明
責
任
を
十
分
果
た
さ
ず
、
住
民
合
意
が

無
い
も
と
、
自
治
会
組
織
を
関
与
さ
せ
、
計
画

を
ゴ
リ
押
し
す
る
市
の
や
り
方
を
厳
し
く
批
判

し
、
「
大
型
道
路
計
画
は
中
止
を
」
「
住
民
合
意

に
も
と
づ
く
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
」

と
求
め
ま
し
た
。 
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中
学
生
の
逮
捕
事
件
が
相
次
ぐ
心
痛
む

状
況
で
す
。
学
校
で
の
暴
力
等
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
発
達
途
上
の
中
学
生
の
心
の

荒
れ
は
、
そ
れ
自
体
が
教
育
課
題
で
す
。 

教
職
員
集
団
と
保
護
者
が
一
致
団
結
し
、

粘
り
強
く
問
題
行
動
に
取
り
組
む
こ
と
こ

そ
重
要
で
す
。 

詰
め
込
み
・
競
争
教
育
の
是
正
、
教
育

現
場
の
多
忙
化
解
消
、
市
長
公
約
で
あ
る

35
人
学
級
の
早
期
実
現
を
求
め
ま
し
た
。 

神
辺
川
南
区
画
整
理
事
業
に
対
し
、
地

権
者
の
６
割
が
反
対
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
地
域
は
耕
地
整
理
に
よ
り
形
状
の

整
っ
た
地
形
と
な
っ
て
お
り
、
区
画
整
理

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

計
画
で
は
、
道
路
・
公
園
・
調
整
池
・
保

留
地
等
、
７
万
５
７
９
３
平
方
メ
ー
ト
ル
の

土
地
を
「
減
歩
」
す
る
方
法
で
地
権
者
に
無

償
提
供
さ
せ
る
も
の
で
す
。「
地
権
者
合
意
の

な
い
計
画
は
中
止
せ
よ
」
と
追
及
し
ま
し
た
。 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
過
密
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。
市
内
97
の
ク
ラ
ブ
の
う
ち
、

40
人
以
上
は
50
箇
所
も
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
達
は
、
狭
い
教
室
の
中
で
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
、
子
ど
も
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え
ま
せ

ん
。
40
人
以
上
の
ク
ラ
ブ
で
の
子
ど
も
の
生

活
ス
ペ
ー
ス
は
、
１
人
あ
た
り
、
１
・
２
～

１
・
４
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
国
が
示
し
た
基

準
よ
り
低
い
状
況
で
す
。
児
童
一
人
ひ
と
り
に

対
し
、
国
が
示
す
必
要
な
面
積
を
確
保
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
早
急
な
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

 

民
主
党
政
権
は
、
国
保
の
「
広
域
化
」

を
推
進
す
る
た
め
と
し
て
、
市
町
村
が
お

こ
な
っ
て
い
る
一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計

へ
の
繰
り
入
れ
を
や
め
、「
国
保
税
引
き
上

げ
」
に
転
嫁
せ
よ
と
通
達
を
出
し
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
度
に
は
国
保
を
都
道
府
県
単

位
に
す
る
方
針
で
す
。
こ
れ
で
は
国
保
税

の
大
幅
値
上
げ
は
必
至
で
す
。
広
島
県
も

「
広
域
化
」
推
進
の
態
度
で
す
。
市
と
し

て
反
対
の
声
を
あ
げ
よ
、
と
求
め
ま
し
た
。 

 

緑
丘
小
学
校
体
育

館
が
全
面
改
修
中
。 

（
２
月
末
完
成
予
定
） 

五
叉
路
の
た
め
、事
故
が
多
発
し
て
い

る
芦
田
川
大
橋
上
り
口
の
新
涯
６
丁
目

 

芦
田
町
内
の
圃
場
整
備
事
業
に
市
民
か
ら
多
く
の
疑

問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

狭
い
地
域
に
何
本
も
の
市
道
を
建
設
し
、
地
権
者
は
自

己
負
担
な
し
で
圃
場
整
備
。
整
備
さ
れ
た
圃
場
は
耕
作
放

棄
。
ま
る
で
宅
地
造
成
の
よ
う
に
街
路
灯
が
設
置
さ
れ
る

な
ど
、
圃
場
整
備
本
来
の
目
的
を
逸
脱
し
て
い
る
状
況
が

見
ら
れ
ま
す
。 

現
在
、
福
山
市
の
不
公
平
な
税
金
の
使
い
方
を
改
め
さ

せ
よ
う
と
、
住
民
裁
判
が
起
こ
さ
れ
、
12
月
22
日
に
公

判
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

次
回
公
判
は
３
月
２
日
（
金
）
午
前
11
時
で
す
。 

【
お
詫
び
と
訂
正
】
「
２
０
１
０
年
６
・
９
月
議
会
報
告
」

の
芦
田
町
圃
場
整
備
事
業
の
記
事
中
、
「
風
呂
地
区
」
を

「
下
本
郷
地
区
」
に
訂
正
し
ま
す
。 

 


